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§１．研究成果の概要 
 
 本研究は主として、近未来に実用化が期待される、誤り訂正が不十分な量子コンピュータ、NISQ

を念頭に、量子多体系の基底状態計算に利用する手法の開発・高精度可を目指している。2020

年度は前年度に行列積状態について得られた知見を活用し、高次元で有効になる、一般のテンソ

ルネットワーク状態と NISQ を融合した新しい基底状態計算方法の枠組みを中心に検討した。 

 古典計算機での計算の強みと、NISQ デバイスの強みを詳細に検討した結果、対象とする基底

状態を長距離相関部分と短距離相関部分に分離して考え、長距離相関部分を古典計算機でのテ

ンソルネットワーク表現により記述し、短距離相関部分を NISQ デバイスなどの量子計算機を用い

て最適化する手法を立案した。古典計算機、NISQ デバイスの双方の利点を活用し、両者をテンソ

ルネットワークを軸として結合することにより、従来の古典計算機のみを用いた手法では到達できな

い高精度計算を実現可能な枠組みが明確になった。 
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